
 

西表島における推薦地域の管理上の課題への対応状況（イメージ）（令和元年７月現在） 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５）適切な観光管理の実現 

資料３－４ 

 

 

１）保護制度の適切な運用 

 

５）６ 施設整備による負
荷低減と適正利用の推進 

６）１ 費用の持続的

確保 
３）１ 希少野生動物の交通

事故対策等 

６）６ 
美化活動等 

３）２ 希少野生動物
の救護体制の確保 

３）３ 
希少野生動植

物の密猟・盗採

防止 

７） 適切なモニタリングと情報の活用 

＜図の説明＞ 

・円の大きさは課題の大きさを示す 

・パイチャートは事業進捗状況を示す 

 

 

 

 

 

色：事業進捗状況 

・背景の四角は課題への取組の有無を示す 

・橙色の縁取りは IUCN 評価報告書の主な指摘項目を示す 

 

３）希少種への人為的影響の防止 

２）外来種による影響の排除・低減 １）３ 鳥獣保護 
区の管理等 

 

２）３  
所有者のいない
ネコの保護収容 

２）１  
侵略的外
来種対策 

２）２ ねこ飼養
条例の徹底 

５）１ 来訪者管理基
本計画の策定 

５）２適切な利用コントロール

の実施・利用ルールの設定 

６）３ 地域の主体的参加に
よる保全管理活動 

１）１ 国立公園管理 

１） ５希少野生動
植物保護条例 

１）８ 保護増殖事業 
   対象外の希少 
  種の状況把握 

５）４ ガイド事業者の
質の向上 

１）４ 
国内希少野生動植

物種の保護等 

６）４ 普及啓発
活動 

５）５利用に伴う自然環境

や地域社会・経済への影

響・効果のモニタリング 

１）２ 森林生態系
保護地域の管理 

１）７ 保護増殖事 
    業等の継続実施 

 

２）５  
交雑リスク低減 

１）６ 竹富町自然
環境保護条例 

２）４  
愛玩動物の放逐防止 

６）２ 生物多様性 
地域戦略 

６）５ 
環境配慮型公
共事業の実施 

６）地域社会の参加・協働による保全管理 

未実施 

実施準備中 

実施内容決定 事業開始 

事業継続中 

事業完了 

４）１ 
マングローブ林
のモニタリング

調査・保全 

５）３ 適正利用推進を

担う組織の確保と

運用 

４）２  
海岸林再生の指針に
基づく管理の実施 

４）緩衝地帯等における 
産業との調和 

７）１ 
情報発信と活用 

４）３  
赤土等流出防
止対策の推進 

７）２ 
モニタリング計
画の作成・実施 

７）３ 
行動計画の進捗
確認・事業評価 


